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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
会
事
務

局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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永岡　  静馬
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請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
23
日
午
前
中
ま
で

次
回
９
月
定
例
会 

　
新
庁
舎
で
初
め
て
の
議
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
起
立
や
挙
手
採
決
が
、電
子

採
決
に
な
る
な
ど
、新
た
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、多
目
的
ホ
ー
ル
を
兼
ね
る
議
場
は
、

本
会
議
の
ほ
か
に
、全
員
協
議
会
、予
算
決
算

委
員
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
旧
庁
舎
の
傍
聴
席
は
４
階
に
あ
り
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な
く
、興
味
が
あ
っ
て
も
お

出
か
け
づ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。新
庁
舎
の

傍
聴
席
は
議
場
と
同
じ
２
階
に
あ
り
、議
員
の

顔
が
見
え
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。議
会
の
様
子

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
す

が
、実
際
は
ま
た
違
う
印
象
を
持
た
れ
る
と
思

い
ま
す
。私
達
も
さ
ら
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度

議
場
へ
傍
聴
し
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　（
山
根
　
兼
三
郎
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

本会議
14:00～

議員連絡会
9:30～

全員協議会
9:30～

委員会
（議会運営）

15:00～

本会議
10:00～

委員会
（議会運営）

9:30～

8/22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 9/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

日 月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

10:00～

本会議
（一般質問）

10:00～

委員会
（総務民生）

9:30～

委員会
（建設経済）

9:30～

情報交換会
9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

ごうつ

題字未稿
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表 彰

全国市議会議長会
●正副議長歴４年以上　　森脇  悦朗  議員

●議員歴15年以上 石橋  孝義  議員
森脇  悦朗  議員

この度、議長に就任いたしました永岡静馬です。責任の
重大さに身の引き締まる思いであります。この上は、浅
学非才の身ではありますが、全力で職責を努めてまい
る所存であります。任期１年という短い期間であります
が、「議会の見える化」や「議会の魅力化」など、市民に
寄り添うことができる議会を目指し、さらには、市議会
本来の役割である「チェック機能」「議決機能」「政策立
案能力」の強化に努めてまいります。健全、建設的で前
向きな議論のある議会をめざして、さらなる「議会改
革」をすすめていく決意です。どうか、市民の皆さまの
一層のご理解・ご支援をお願い申し上げます。

議長就任
永岡 静馬

玉江大会終了後の郷田小学校6年生
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地域コミュニティ活性化事業

277万円
谷住郷地域コミュニティ交流センター移転に伴
う、トイレ等改修設計業務委託料。

設計を外部委託でなく、市職員技師の対応で
経費節減は図れないか。

問
トイレ改修や間取り、調理室に変更など改修
部分も多く、職員は他業務も抱えている事か
ら判断した。

答

委員質疑

補正額 2億5485万円増額（総額155億3352万円）

令和3年度   一般会計補正予算

当初予算編成後、国や県補助金など確定した事業を計上。
補正予算額　1億509万円（補正後総額152億7867万円）

サテライトオフィス等整備推進事業

6457万円地場産センターおよび民間施設（SUKIMONO㈱）を活用した
サテライトオフィス等整備への補助金。

民間施設改修に、2000万円もかかればそれに
見合うオフィス賃料も必要。地場産センターと
併せての賃料の設定は。

問 民間が改修するものは、民間が運営・家賃設定
する。市はKPI評価以外は口出ししない。地場産
センターは、本市で設定する。

答
委員質疑

この事業の責任の所在は。問
事業の是非の判断は、責任の所在でなく、事業の目的・手段が適正か検討し、問題解
決に向けて立ち向かうことが責務で、これからどうするかが大切。

答
委員質疑

有福温泉活性化事業

3億3867万円
空き家旅館などの解体撤去、および有福温泉再
生補助金など。

地域の活力創出事業

8382万円減額
有福温泉活性化事業への組み替え。

令和3年度　 一般会計補正予算
（第3号）

（第4号）

【最終日追加提案】

令和3年 第3回定例議会

都市再生整備計画事業

2000万円
第2江津中央団地（仮称）の実施設計業務委
託料。

家賃はどれぐらいになるのか。問
入居者の所得によるが、江津中央団地の基準
と変わらない。建設資材高騰もあり家賃設定
を下げるのは難しい。

答

委員質疑

（補正後545万円）

中学校教育施設整備事業

5016万円江津中学校の空調
設備改修。

改修完了までの間の対応は。問
仮設エアコンの設置などを検討している。答

委員質疑

子育て世帯生活支援特別給付金

2414万円ひとり親世帯の子ども
1人あたり5万円を給付。

サテライトオフィス等整備推進事業

1141万円実施設計業務委託料。
誘致促進プロモーション
活動業務委託料。

地域の活力創出事業

536万円減額
（補正後8727万円）

誘致促進プロモーション
活動業務委託料。

新型コロナウイルスワクチン接種事業

5304万円ワクチン接種や輸送、
管理委託料。

中小企業等持続化応援金(第2弾)

2000万円事業継続する意志の
ある事業者を支援。

減債基金や公共施設等整備管理基金などを積立。
補正予算額　2億5495万円(補正後総額215億5035万円)

令和2年度  一般会計補正予算 承認承認
（第15号）

３月31日  専決処分

新型コロナウイルス感染症対策や江津中学校校舎
空調設備改修工事などに要する経費。
補正予算額　1億5053万円(補正後総額151億6753万円)

補正予算額　605万円(補正後総額151億7358万円)

令和3年度  一般会計補正予算 承認承認
（第1号）

４月６日  専決処分

サテライトオフィスの整備と誘致にかかる経費のうち
急を要するもの。

令和3年度  一般会計補正予算 承認承認
（第2号）

４月19日  専決処分

江津中学校の室外機
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承 認 第 1号
承 認 第 2 号
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承 認 第 4 号
承 認 第 5 号
承 認 第 6 号
議案第34号

議案第35号
議案第36号

議案第37号

議案第38号

陳 情 第 2 号

議案第39号
議案第40号
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鍛
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山
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兼
三
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　正 

行

藤 

田

　厚

田 

中

　直 

文

永 

岡

　静 

馬
固定資産評価審査委員会委員の選任について
教育長の任命について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
江津市地域コミュニティ交流センターの設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例制定について
市道の路線の廃止について
令和３年度島根県江津市一般会計補正予算（第3号）を定めること
について
令和３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市一般会計補正予算（第4号）を定めること
について
江津市中小企業等持続化応援金（第3弾）に関する陳情

特別委員会の設置・委員の選任について
特別委員会の設置・委員の選任について

執
行
部
提
案

議
員

提
案

陳
情

企業への持続化応援金を状況
に応じて速やかな実施を求める
もの。

すぐにでも、地方創生臨時交付金で対応するこ
とができるのか。

問
令和3年度の交付金は配分額が2億5000万
円。6月補正段階で、すでに1億2400万円措置
済み。残額は、商工・教育・子育てなど様々な
分野で対応を検討している。

答

委員質疑

●江津市中小企業等持続化応援金（第３弾）【陳情】

谷住郷地域コミュニティ交流セン
ターを旧谷住郷保育所へ移転す
ることに伴う改正。

施行日が７月１日となっているが、トイレの改修
工事などがこの度の予算でもあがっている。すぐ
に施設を運用できるのか。

問

幼児用トイレの改修工事を行うが、現在も大人用
トイレが３基あり、コロナ禍ということで催しが
開かれていない現状では、運用可能と認識。

答

委員質疑

●地域コミュニティ交流センターの設置及び管理
　（一部改正）

建設経済委員会

●小中学校普通教室
　100％設置済み。　
●職員室・保健室など
　100％設置済み。
●その他特別教室は順番に整備予定。
　今年度は郷田・川波・津宮

付託案件はありませんでしたが、小中学校のエアコン設置状況、およびGIGAスクール
構想における一人一台のタブレット端末の使用状況について調査を行いました。

総務民生委員会

エアコン設置状況について
●全ての小中学校に整備済み。　
●児童・生徒にIDパスワードが必要なた
　めカードを作り配布。
●指導主事が各学校をまわり校内研修を
　行っている。
●使用におけるルールを周知し、少しずつ
　利用を開始している。
●今年度は児童・生徒および教員が使っ
　てみることを目標としている。

タブレット端末の使用状況について

☆特別委員会を設置しました☆

◎委 員 長　森脇　悦朗
〇副委員長　坂手　洋介
　委　　員　議長を除く全議員

（議会活性化の調査研究に関すること）
●議会活性化特別委員会

◎委 員 長　藤田　厚
〇副委員長　森脇　悦朗
　委　　員　議長を除く全議員

（江の川流域治水対策の調査研究に関すること）
●江の川流域治水対策特別委員会

新しい議場での議会が始まりました
新庁舎に移転し、今回の議会定例会から議場も
変わりました。
新しく電子採決のシステムが導入されました。
また、議場の机・椅子は全て可動式です。
議会の閉会中は市民の皆さんが様々なイベント
などで利用できるようになっています。

多目的ホールとして利用できる議場 電子採決システム

45



○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

議
長
職
は
表
決
権
な
し

　

議決結果【第3回議会定例会】
議案番号 件　名

議決
結果
同意
〃
承認
〃
〃
〃
〃
〃
可決

〃
〃

〃

〃

不採択

可決
可決

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
●
○

○
●

○

●

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
●
○

○
●

○

●

○

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○

○

○

●

○
○
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承 認 第 1号
承 認 第 2 号
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承 認 第 4 号
承 認 第 5 号
承 認 第 6 号
議案第34号

議案第35号
議案第36号

議案第37号

議案第38号

陳 情 第 2 号

議案第39号
議案第40号
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野
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藤 
田

　厚

田 
中

　直 

文

永 
岡

　静 

馬
固定資産評価審査委員会委員の選任について
教育長の任命について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
専決処分報告について
江津市地域コミュニティ交流センターの設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例制定について
市道の路線の廃止について
令和３年度島根県江津市一般会計補正予算（第3号）を定めること
について
令和３年度島根県江津市国民健康保険事業特別会計補正予算（第
１号）を定めることについて
令和３年度島根県江津市一般会計補正予算（第4号）を定めること
について
江津市中小企業等持続化応援金（第3弾）に関する陳情

特別委員会の設置・委員の選任について
特別委員会の設置・委員の選任について

執
行
部
提
案

議
員

提
案

陳
情

企業への持続化応援金を状況
に応じて速やかな実施を求める
もの。

すぐにでも、地方創生臨時交付金で対応するこ
とができるのか。

問
令和3年度の交付金は配分額が2億5000万
円。6月補正段階で、すでに1億2400万円措置
済み。残額は、商工・教育・子育てなど様々な
分野で対応を検討している。

答

委員質疑

●江津市中小企業等持続化応援金（第３弾）【陳情】

谷住郷地域コミュニティ交流セン
ターを旧谷住郷保育所へ移転す
ることに伴う改正。

施行日が７月１日となっているが、トイレの改修
工事などがこの度の予算でもあがっている。すぐ
に施設を運用できるのか。

問

幼児用トイレの改修工事を行うが、現在も大人用
トイレが３基あり、コロナ禍ということで催しが
開かれていない現状では、運用可能と認識。

答

委員質疑

●地域コミュニティ交流センターの設置及び管理
　（一部改正）

建設経済委員会

●小中学校普通教室
　100％設置済み。　
●職員室・保健室など
　100％設置済み。
●その他特別教室は順番に整備予定。
　今年度は郷田・川波・津宮

付託案件はありませんでしたが、小中学校のエアコン設置状況、およびGIGAスクール
構想における一人一台のタブレット端末の使用状況について調査を行いました。

総務民生委員会

エアコン設置状況について
●全ての小中学校に整備済み。　
●児童・生徒にIDパスワードが必要なた
　めカードを作り配布。
●指導主事が各学校をまわり校内研修を
　行っている。
●使用におけるルールを周知し、少しずつ
　利用を開始している。
●今年度は児童・生徒および教員が使っ
　てみることを目標としている。

タブレット端末の使用状況について

☆特別委員会を設置しました☆

◎委 員 長　森脇　悦朗
〇副委員長　坂手　洋介
　委　　員　議長を除く全議員

（議会活性化の調査研究に関すること）
●議会活性化特別委員会

◎委 員 長　藤田　厚
〇副委員長　森脇　悦朗
　委　　員　議長を除く全議員

（江の川流域治水対策の調査研究に関すること）
●江の川流域治水対策特別委員会

新しい議場での議会が始まりました
新庁舎に移転し、今回の議会定例会から議場も
変わりました。
新しく電子採決のシステムが導入されました。
また、議場の机・椅子は全て可動式です。
議会の閉会中は市民の皆さんが様々なイベント
などで利用できるようになっています。

多目的ホールとして利用できる議場 電子採決システム
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本会議 における 賛成・反対意見

現在、持続化応援金をはじめ、コロナウイルス感染症
対策の財源で複数事業を行っている。新型コロナウイ
ルス感染症はいまだ収束が見えず、予防接種や地域
の経済状況を把握し、どのような対策がどのタイミン
グで必要なのかを検討する柔軟な対応が必要であり、
即日実施を求める陳情には反対。

陳情は、本市が実施中のコロナ禍対策『持続化応援
金第２弾』について、「十分ではない」「条件が厳しい」
として『第３弾』の実施を求めるもの。『第２弾』が届
いてない事業者にとって、支援はないも同然で、県の
新たな支援も、飲食業限定で条件は『第２弾』より厳
しく活用は難しい。地場産業を守るため、市内事業者
からの助けを求める声に対し、市議会として手を差し
伸べるべきであり賛成。

反対 多田 伸治山根 兼三郎

江津市中小企業等持続化応援金（第3弾）陳情第2号 不採択
賛成

補正予算案には、サテライトオフィス等整備推進事業
の費用が含まれるが、企業誘致を狙って全国で同様
の事業が取り組まれるなか、「江津市でなければ」と
のセールスポイントを示すことができていない。加え
て、民間施設のオフィス改修費用や誘致企業への支
度金には、市内の中小企業・個人事業主に不公平感
があるものとなっているため反対。

この補正では、サテライトオフィス誘致のための施設
整備についての予算が計上されている。本市では、第
２次産業の誘致に加え、テレワークなどができる事務
系職場の誘致への取り組みが進められている。女性求
職者の多くは事務職系を希望しているということもあ
り、多種多様な業種と若者の求める魅力的なまちづく
りにもつながると思われるので賛成。

反対 鍛治 恵巳子多田 伸治

令和3年度  一般会計補正予算（第3号）議案第36号 可決
賛成

補正予算案には、有福温泉の旅館の改修や廃業した
旅館の解体の費用が計上されているが、旅館別の改
修・解体の費用は示されていない。実施後の活性化
の取り組みや運営主体、旅館以外の空家対策なども
具体的に説明されず、責任の所在も明らかではない。
この手法ではかつての第３セクター『風の国』と同じ
失敗を繰り返す。市議会として事業に「待った」をか
けるべきであり反対。

これまでなかった有福温泉への新規企業の参入によ
る宿泊施設の増加、飲食店の開業がある。またプロ
モーションにより交流人口が増加する見込みがあり、
ひいては、商業の活性化、若者や女性の雇用創出が
生まれ、さらには、移住者の増加や空き家の解消も望
めると考えられる。また、地元自治会の協力も厚く、新
しい有福温泉に生まれ変わるチャンスとして期待した
いと考え賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和3年度  一般会計補正予算（第4号）議案第38号 可決
賛成

専決処分の補正予算には、サテライトオフィス等整備推進事業の費用が計上されている。企業誘致を
狙ったものだが、全国で同様の事業が展開されており、誘致に必要な「江津市でなければ」との差別化
への説明がない。コロナ禍で市内経済が厳しい時に必要なのは不確かな事業ではなく、地元を応援で
きる地に足のついた取り組みであるため反対。

反対 多田 伸治

専決処分  令和3年度一般会計補正予算（第2号）承認第6号 承認
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こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）
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本会議 における 賛成・反対意見

現在、持続化応援金をはじめ、コロナウイルス感染症
対策の財源で複数事業を行っている。新型コロナウイ
ルス感染症はいまだ収束が見えず、予防接種や地域
の経済状況を把握し、どのような対策がどのタイミン
グで必要なのかを検討する柔軟な対応が必要であり、
即日実施を求める陳情には反対。

陳情は、本市が実施中のコロナ禍対策『持続化応援
金第２弾』について、「十分ではない」「条件が厳しい」
として『第３弾』の実施を求めるもの。『第２弾』が届
いてない事業者にとって、支援はないも同然で、県の
新たな支援も、飲食業限定で条件は『第２弾』より厳
しく活用は難しい。地場産業を守るため、市内事業者
からの助けを求める声に対し、市議会として手を差し
伸べるべきであり賛成。

反対 多田 伸治山根 兼三郎

江津市中小企業等持続化応援金（第3弾）陳情第2号 不採択
賛成

補正予算案には、サテライトオフィス等整備推進事業
の費用が含まれるが、企業誘致を狙って全国で同様
の事業が取り組まれるなか、「江津市でなければ」と
のセールスポイントを示すことができていない。加え
て、民間施設のオフィス改修費用や誘致企業への支
度金には、市内の中小企業・個人事業主に不公平感
があるものとなっているため反対。

この補正では、サテライトオフィス誘致のための施設
整備についての予算が計上されている。本市では、第
２次産業の誘致に加え、テレワークなどができる事務
系職場の誘致への取り組みが進められている。女性求
職者の多くは事務職系を希望しているということもあ
り、多種多様な業種と若者の求める魅力的なまちづく
りにもつながると思われるので賛成。

反対 鍛治 恵巳子多田 伸治

令和3年度  一般会計補正予算（第3号）議案第36号 可決
賛成

補正予算案には、有福温泉の旅館の改修や廃業した
旅館の解体の費用が計上されているが、旅館別の改
修・解体の費用は示されていない。実施後の活性化
の取り組みや運営主体、旅館以外の空家対策なども
具体的に説明されず、責任の所在も明らかではない。
この手法ではかつての第３セクター『風の国』と同じ
失敗を繰り返す。市議会として事業に「待った」をか
けるべきであり反対。

これまでなかった有福温泉への新規企業の参入によ
る宿泊施設の増加、飲食店の開業がある。またプロ
モーションにより交流人口が増加する見込みがあり、
ひいては、商業の活性化、若者や女性の雇用創出が
生まれ、さらには、移住者の増加や空き家の解消も望
めると考えられる。また、地元自治会の協力も厚く、新
しい有福温泉に生まれ変わるチャンスとして期待した
いと考え賛成。

反対 坂手 洋介多田 伸治

令和3年度  一般会計補正予算（第4号）議案第38号 可決
賛成

専決処分の補正予算には、サテライトオフィス等整備推進事業の費用が計上されている。企業誘致を
狙ったものだが、全国で同様の事業が展開されており、誘致に必要な「江津市でなければ」との差別化
への説明がない。コロナ禍で市内経済が厳しい時に必要なのは不確かな事業ではなく、地元を応援で
きる地に足のついた取り組みであるため反対。

反対 多田 伸治

専決処分  令和3年度一般会計補正予算（第2号）承認第6号 承認

Q
．学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
の
現

状
と
課
題
は
。

A
．野
菜
の
地
産
地
消
率
は
32
・
９
％
で

米
は
１
０
０
％
。課
題
は
、利
用
頻

度
の
高
い
食
材
の
作
付
け
拡
大
と

納
入
時
期
を
合
わ
せ
る
こ
と
。加
え

て
、生
産
者
と
児
童
・
生
徒
と
の
交

流
を
実
施
し
、食
と
農
業
、地
産
地

消
の
大
切
さ
を
学
び
、地
産
地
消
の

推
進
に
取
り
組
む
。

Q
．学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、文
科
省

は
２
０
１
９
年
に「
公
会
計
化
の

推
進
」の
通
知
を
出
し
て
い
る

が
、公
会
計
の
導
入
の
考
え
は
。

A
．教
職
員
の
負
担
軽
減
、経
理
面
の

透
明
性
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
面
の

適
正
化
な
ど
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。し

か
し
全
国
的
に
26
％
と
進
ん
で
い

な
い
。そ
の
主
な
理
由
は
、教
育
委

員
会
側
の
事
務
受
入
体
制
の
問

題
、業
務
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
の

コ
ス
ト
増
や
市
の
歳
入
未
収
金
が

増
え
る
懸
念
が
あ
り
、本
市
で
は

具
体
的
な
検
討
に
至
っ
て
い
な
い
。

Q
．子
育
て
世
代
の
教
育
費
負
担
軽
減

に
、学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
。

A
．令
和
２
年
度
、給
食
費
９
６
０
０

万
円
を
徴
収
。小
学
校
ま
で
無
償

な
ら
５
９
０
０
万
円
、小
中
学
校

半
額
補
助
な
ら
４
８
０
０
万
円
が

必
要
。財
源
基
盤
の
弱
い
本
市
に

お
い
て
新
た
な
財
政
負
担
は
困
難

で
あ
り
、こ
れ
ま
で
通
り
保
護
者

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Q
学
校
給
食
が
果
た
す
食
育
の

位
置
づ
け
と
取
り
組
み
状
況
は

A
学
習
指
導
要
領
に
そ
っ
て
指
導
、

生
産
者
と
の
交
流
や
調
理
実
習
を
行
う

植田 好雄江津学校給食センター

市
議

市QA＆

の

の

江津市をもっと
暮らしやすくするには、
こうしたらいいな

一般質問一
般
質
問
と
は
？

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内

容
に
つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し

て
質
問
を
行
い
ま
す
。原
稿
は
質
問
し
た

議
員
自
身
が
、主
な
質
問
に
つ
い
て
要
旨

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

※一般質問の全ての内容は市のホームページの
　「市議会」→「会議録検索」から見ることができ
　ます。
　（ただし掲載は次期定例会の前になります）
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Q
．感
染
拡
大
防
止
に
は
、ワ
ク
チ
ン

接
種
に
加
え
検
査
に
よ
る
感
染

者
の
把
握
と
隔
離
・
療
養
が
必
要

で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を「
い
つ
で
も
・

誰
で
も
・
何
度
で
も
」受
け
ら
れ

る
体
制
を
行
政
が
構
築
す
べ
き
。

千
葉
県
松
戸
市
は
、感
染
の
不
安

の
あ
る
人
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
や
す
い
よ
う
、全
市
民
を
対
象

に
検
査
費
用
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。適
切
な
検
査
が
早
期
発

見
・
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
。本

市
で
も
実
施
を
。

A
．市
内
に
自
費
診
療
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
が
な
い
。

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、か

か
り
つ
け
医
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
、医
療
機
関
や
検

査
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
さ
れ
る
。検
査

を
受
け
や
す
く
、不
安
に
す
ぐ
対

応
で
き
る
体
制
が
あ
る
。

Q
．必
要
性
の
高
い
人
へ
の
検
査
が

重
要
で
、無
症
状
の
感
染
者
を
捕

捉
す
る
社
会
的
検
査
が
不
可
欠
。

感
染
の
後
追
い
で
は
な
く
、集
団

感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ

で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、定
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
な
ど

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
．現
在
、本
市
は
感
染
拡
大
地
域
で

は
な
く
、ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
調
で
、

今
の
と
こ
ろ
全
市
民
対
象
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

構
築
を

A
自
費
診
療
で
検
査
を
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
な
く
、考
え
て
い
な
い

森川 佳英

Q
．本
市
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
、将

来
ど
の
よ
う
に
試
算
し
て
い
る
か
。

A
．昭
和
63
年
以
降
、長
年
の
経
営
努

力
に
よ
り
、平
成
３
年
度
と
平
成

23
年
度
に
料
金
の
引
き
下
げ
を

行
っ
た
。令
和
８
年
度
ま
で
現
行

の
水
道
料
金
の
ま
ま
で
維
持
で
き

る
と
試
算
し
て
い
る
。そ
の
後
は
人

口
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
が
減
少

す
る
一
方
、水
道
施
設
や
設
備
の

更
新
・
改
良
に
多
額
の
資
金
が
必

要
と
な
り
、料
金
改
定
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
】

Q
．市
民
の
利
便
性
向
上
、非
接
触
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
な

ど
、キ
ャッ
シュレ
ス
に
よ
る
公
共
料

金
支
払
い
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
．市
税
・
国
保
料
・
保
育
料
な
ど
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い
を
10
月

に
運
用
開
始
す
る
予
定
。納
付
書

の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
り
、電
子
マ
ネ
ー
払
い
で

収
納
処
理
を
行
う
も
の
で
、支
払

い
窓
口
に
行
く
必
要
が
な
く
、自

宅
で
支
払
い
が
可
能
と
な
る
。

Q
江
津
市
の
水
道
料
金
は
全
国
で

一
番
高
い
の
か

A
全
国
や
県
内
平
均
と
比
較
し
て

高
い
位
置
に
あ
る

山根 兼三郎全国水道料金（家庭用20㎥あたりの使用料金  円／月） 日本水道協会より

Q
．都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

位
置
づ
け
は
。

A
．第
６
次
総
合
振
興
計
画
・
江
津
市

版
総
合
戦
略
な
ど
と
整
合
性
を
と

り
な
が
ら
、策
定
し
て
い
る
。

Q
．策
定
さ
れ
た
内
容
は
。

A
．土
地
利
用
・
都
市
環
境
の
形
成
・

ま
ち
の
魅
力
創
出
な
ど
７
分
野
の

基
本
方
針
に
加
え
、新
た
に
桜
江

地
区
の
地
域
構
想
を
定
め
、重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

Q
．都
市
計
画
審
議
会
が
非
公
開
と
す

る
と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
扱
い
は
。

A
．申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
、公
開

を
す
る
方
向
で
運
営
し
て
い
く
。

Q
．地
域
住
民
と
の
連
携
は
。

A
．東
部
・
中
部
・
西
部
・
桜
江
の
４

地
区
に
分
け
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と

も
に
展
開
す
る
。

【
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
識
】

Q
．ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
。

A
．本
来
、大
人
が
担
う
家
事
や
介
護

な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子

ど
も
と
さ
れ
て
い
る
。

Q
．支
援
体
制
は
。

A
．要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

や
福
祉
・
教
育
な
ど
の
情
報
連
携

会
議
に
お
い
て
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」の
社
会
課
題
の
認
識
や
情

報
共
有
に
努
め
、連
携
・
支
援
体

制
を
強
化
す
る
。

Q
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

役
割
は

A
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に

ま
と
め
た
指
針

森川 和英

Q
．65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
は
。

A
．６
月
15
日
時
点
で
１
回
目
接
種
者

５
７
６
７
人（
60
％
）、２
回
目
接

種
者
２
８
４
０
人（
30
％
）と
順
調

に
進
ん
で
い
る
。江
津
市
医
師
会
や

済
生
会
江
津
総
合
病
院
な
ど
、市

内
の
全
医
療
機
関
に
感
謝
し
た
い
。

　
　

Q
．障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
は
。

A
．ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
な

ど
へ
の
説
明
会
を
行
い
、地
域
ぐ
る

み
で
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
．免
許
証
を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど

へ
、交
通
費
の
助
成
は
ど
う
か
。

A
．本
市
運
行
の
生
活
バ
ス
で
は
、接

種
券
提
示
で
運
賃
が
無
料
。

Q
．64
歳
以
下
の
接
種
は
。

A
．平
日
仕
事
の
方
も
接
種
し
や
す
い

よ
う
、休
日
の
集
団
接
種
を
計
画
。

Q
．中
高
生
へ
の
接
種
は
。

A
．高
校
生
に
つ
い
て
は
学
校
・
学
校

医
と
協
議
中
。中
学
生
は
保
護
者

同
伴
が
必
要
な
た
め
、個
別
接
種

の
予
定
。

　
　

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
か

A
６
月
15
日
時
点
で

接
種
率
は
６
割
を
超
え
て
い
る

河野 正行

本計画が目指す将来都市構造のイメージ

ワクチン接種を受ける高齢者

県内8市の65歳以上のワクチン接種状況
（６月28日時点）

対象者数
接種率（％）

1回目 2回目
江津市
松江市
浜田市
出雲市
益田市
大田市
安来市
雲南市

9,584
62,012
20,222
54,477
18,063
14,200
14,401
15,162

79.0
50.0
61.3
53.5
68.0
67.3
46.3
39.4

50.8
15.7
28.8
19.3
8.1
26.8
19.0
10.6

本計画が目指す
将来都市構造のイメージ

７
月
１
日
時
点
で
１
回
目
接
種

者
７
８
５
３
人（
84
％
）、２
回
目

接
種
者
５
２
１
５
人（
56
％
）。
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Q
．感
染
拡
大
防
止
に
は
、ワ
ク
チ
ン

接
種
に
加
え
検
査
に
よ
る
感
染

者
の
把
握
と
隔
離
・
療
養
が
必
要

で
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を「
い
つ
で
も
・

誰
で
も
・
何
度
で
も
」受
け
ら
れ

る
体
制
を
行
政
が
構
築
す
べ
き
。

千
葉
県
松
戸
市
は
、感
染
の
不
安

の
あ
る
人
が
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
や
す
い
よ
う
、全
市
民
を
対
象

に
検
査
費
用
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
。適
切
な
検
査
が
早
期
発

見
・
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
。本

市
で
も
実
施
を
。

A
．市
内
に
自
費
診
療
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
が
な
い
。

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
れ
ば
、か

か
り
つ
け
医
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
、医
療
機
関
や
検

査
セ
ン
タ
ー
が
紹
介
さ
れ
る
。検
査

を
受
け
や
す
く
、不
安
に
す
ぐ
対

応
で
き
る
体
制
が
あ
る
。

Q
．必
要
性
の
高
い
人
へ
の
検
査
が

重
要
で
、無
症
状
の
感
染
者
を
捕

捉
す
る
社
会
的
検
査
が
不
可
欠
。

感
染
の
後
追
い
で
は
な
く
、集
団

感
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ

で
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
、定
期

的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
な
ど

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
．現
在
、本
市
は
感
染
拡
大
地
域
で

は
な
く
、ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
調
で
、

今
の
と
こ
ろ
全
市
民
対
象
の
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

Q
市
独
自
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の

構
築
を

A
自
費
診
療
で
検
査
を
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
な
く
、考
え
て
い
な
い

森川 佳英

Q
．本
市
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
、将

来
ど
の
よ
う
に
試
算
し
て
い
る
か
。

A
．昭
和
63
年
以
降
、長
年
の
経
営
努

力
に
よ
り
、平
成
３
年
度
と
平
成

23
年
度
に
料
金
の
引
き
下
げ
を

行
っ
た
。令
和
８
年
度
ま
で
現
行

の
水
道
料
金
の
ま
ま
で
維
持
で
き

る
と
試
算
し
て
い
る
。そ
の
後
は
人

口
減
少
に
よ
る
給
水
収
益
が
減
少

す
る
一
方
、水
道
施
設
や
設
備
の

更
新
・
改
良
に
多
額
の
資
金
が
必

要
と
な
り
、料
金
改
定
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
】

Q
．市
民
の
利
便
性
向
上
、非
接
触
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
予
防
な

ど
、キ
ャッ
シュレ
ス
に
よ
る
公
共
料

金
支
払
い
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

A
．市
税
・
国
保
料
・
保
育
料
な
ど
で
、

電
子
マ
ネ
ー
で
の
支
払
い
を
10
月

に
運
用
開
始
す
る
予
定
。納
付
書

の
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
読
み
取
り
、電
子
マ
ネ
ー
払
い
で

収
納
処
理
を
行
う
も
の
で
、支
払

い
窓
口
に
行
く
必
要
が
な
く
、自

宅
で
支
払
い
が
可
能
と
な
る
。

Q
江
津
市
の
水
道
料
金
は
全
国
で

一
番
高
い
の
か

A
全
国
や
県
内
平
均
と
比
較
し
て

高
い
位
置
に
あ
る

山根 兼三郎全国水道料金（家庭用20㎥あたりの使用料金  円／月） 日本水道協会より

Q
．都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

位
置
づ
け
は
。

A
．第
６
次
総
合
振
興
計
画
・
江
津
市

版
総
合
戦
略
な
ど
と
整
合
性
を
と

り
な
が
ら
、策
定
し
て
い
る
。

Q
．策
定
さ
れ
た
内
容
は
。

A
．土
地
利
用
・
都
市
環
境
の
形
成
・

ま
ち
の
魅
力
創
出
な
ど
７
分
野
の

基
本
方
針
に
加
え
、新
た
に
桜
江

地
区
の
地
域
構
想
を
定
め
、重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

Q
．都
市
計
画
審
議
会
が
非
公
開
と
す

る
と
な
っ
て
い
る
。今
後
の
扱
い
は
。

A
．申
し
入
れ
が
あ
っ
た
場
合
、公
開

を
す
る
方
向
で
運
営
し
て
い
く
。

Q
．地
域
住
民
と
の
連
携
は
。

A
．東
部
・
中
部
・
西
部
・
桜
江
の
４

地
区
に
分
け
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
と

も
に
展
開
す
る
。

【
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
認
識
】

Q
．ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
。

A
．本
来
、大
人
が
担
う
家
事
や
介
護

な
ど
を
日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子

ど
も
と
さ
れ
て
い
る
。

Q
．支
援
体
制
は
。

A
．要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

や
福
祉
・
教
育
な
ど
の
情
報
連
携

会
議
に
お
い
て
、「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」の
社
会
課
題
の
認
識
や
情

報
共
有
に
努
め
、連
携
・
支
援
体

制
を
強
化
す
る
。

Q
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

役
割
は

A
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合
的
に

ま
と
め
た
指
針

森川 和英

Q
．65
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

状
況
は
。

A
．６
月
15
日
時
点
で
１
回
目
接
種
者

５
７
６
７
人（
60
％
）、２
回
目
接

種
者
２
８
４
０
人（
30
％
）と
順
調

に
進
ん
で
い
る
。江
津
市
医
師
会
や

済
生
会
江
津
総
合
病
院
な
ど
、市

内
の
全
医
療
機
関
に
感
謝
し
た
い
。

　
　

Q
．障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
対
応
は
。

A
．ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
民
生
委
員
な

ど
へ
の
説
明
会
を
行
い
、地
域
ぐ
る

み
で
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

Q
．免
許
証
を
持
た
な
い
高
齢
者
な
ど

へ
、交
通
費
の
助
成
は
ど
う
か
。

A
．本
市
運
行
の
生
活
バ
ス
で
は
、接

種
券
提
示
で
運
賃
が
無
料
。

Q
．64
歳
以
下
の
接
種
は
。

A
．平
日
仕
事
の
方
も
接
種
し
や
す
い

よ
う
、休
日
の
集
団
接
種
を
計
画
。

Q
．中
高
生
へ
の
接
種
は
。

A
．高
校
生
に
つ
い
て
は
学
校
・
学
校

医
と
協
議
中
。中
学
生
は
保
護
者

同
伴
が
必
要
な
た
め
、個
別
接
種

の
予
定
。

　
　

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
順
調
か

A
６
月
15
日
時
点
で

接
種
率
は
６
割
を
超
え
て
い
る

河野 正行

本計画が目指す将来都市構造のイメージ

ワクチン接種を受ける高齢者

県内8市の65歳以上のワクチン接種状況
（６月28日時点）

対象者数
接種率（％）

1回目 2回目
江津市
松江市
浜田市
出雲市
益田市
大田市
安来市
雲南市

9,584
62,012
20,222
54,477
18,063
14,200
14,401
15,162

79.0
50.0
61.3
53.5
68.0
67.3
46.3
39.4

50.8
15.7
28.8
19.3
8.1
26.8
19.0
10.6

本計画が目指す
将来都市構造のイメージ

７
月
１
日
時
点
で
１
回
目
接
種

者
７
８
５
３
人（
84
％
）、２
回
目

接
種
者
５
２
１
５
人（
56
％
）。

89



Q
．熱
中
症
対
策
と
し
て
、授
業
中
で

も
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

A
．必
要
な
状
況
で
あ
れ
ば
教
員
か
ら

の
促
し
、あ
る
い
は
児
童
・
生
徒

自
ら
が
判
断
し
て
水
分
補
給
で
き

る
よ
う
、柔
軟
な
対
応
を
周
知
し

て
い
き
た
い
。

【
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
】

Q
．機
器
の
導
入
状
況
は
。

A
．令
和
２
年
度
に
市
内
全
て
の
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
へ
、１
人
１
台

の
端
末
が
い
き
わ
た
る
よ
う
、整

備
が
完
了
し
て
い
る
。

Q
．現
在
の
端
末
の
利
用
状
況
は
。

A
．指
導
主
事
が
各
学
校
を
回
り
、基

本
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、校
内

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

Q
．今
後
の
端
末
利
用
は
。

A
．ま
ず
は
、決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を

守
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

そ
の
上
で
、端
末
を
主
体
的
に
使

用
し
て
い
け
る
場
面
が
広
が
る
と

考
え
て
い
る
。持
ち
帰
り
に
よ
る

学
習
も
含
め
て
、よ
り
効
果
的
な

活
用
方
法
・
活
用
場
面
を
模
索
し

な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
へ

活
か
し
て
い
き
た
い
。

Q
熱
中
症
対
策
を
踏
ま
え
た

学
校
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
指
針
を

A
換
気
や
十
分
な
距
離
が
取
れ
れ
ば

マ
ス
ク
を
外
す
対
応
を
す
る

坂手 洋介

Q
．婚
姻
数
・
出
生
数
を
、２
０
２
５

年
に
向
け
て
平
均
１
３
０
人
に

し
て
い
く
と
い
う
目
標
。平
成
30

年
度
が
１
３
２
人
だ
が
、令
和
元

年
度
・
令
和
２
年
度
の
状
況
と
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

A
．婚
姻
数
は
令
和
元
年
度
が
70
件
、

令
和
２
年
度
が
75
件
。出
生
数
は

令
和
元
年
度
が
１
１
７
人
で
令
和

２
年
度
も
同
数
。本
市
で
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
あ
ま
り
な
い
。

Q
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

推
進
す
る
た
め
、企
業
へ
の
妊
娠

出
産
に
対
す
る
理
解
を
進
め
る

啓
発
・
働
き
か
け
を
。

A
．職
場
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
、

企
業
魅
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
展
開

し
、啓
発
を
進
め
て
い
る
。令
和
２

年
２
月
に
は
、市
内
事
業
所
で
初

と
な
る
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
企
業
認
定

も
あ
っ
た
。

　
　 

【
男
女
共
同
参
画
】

Q
．今
後
の
計
画
推
進
は
。

A
．本
計
画
や
関
連
す
る
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、性
別
に
関
係
な
く
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

Q
婚
活
支
援『
し
ま
コ
』の
新
庁
舎

で
の
閲
覧
場
所
の
周
知
を

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
閲
覧
会
場
の
情

報
を
掲
載
し
周
知
に
努
め
る

鍛治 恵巳子

市内の小中学校に配備されたタブレット端末

初のユースエール企業認定を受けた永井建設㈱

Q
．江
の
川
の
無
堤
防
地
区
で
は
、平
成

30
年
・
令
和
２
年
と
大
雨
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。雨
期
を
迎
え
て

い
る
が
、早
急
な
治
水
対
策
を
。

A
．４
月
に
国
・
県
・
関
係
市
町
で『
江

の
川
流
域
治
水
推
進
室
』を
開
設

し
た
。緊
急
対
策
特
定
区
間
を
中

心
に
、概
ね
10
年
間
で
２
５
０
億

円
を
投
じ
る
も
の
で
、令
和
３
年

度
は
20
億
円
が
予
算
措
置
さ
れ
て

お
り
、本
川
・
支
川
の
事
業
推
進

の
加
速
化
を
図
る
。

Q
．激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水
害
へ
の

具
体
的
な
対
策
は
。

A
．堤
防
整
備
・
宅
地
か
さ
上
げ
・
河

道
掘
削
・
樹
木
伐
採
に
加
え
、利

水
ダ
ム
を
含
む
江
の
川
本
川
や
支

川
の
９
つ
の
ダ
ム
で
の
事
前
放
流

な
ど
を
行
う
。事
業
継
続
区
間
の

上
大
貫
・
和
田
地
区
は
築
堤
方
式

に
よ
る
事
業
推
進
を
図
る
。

Q
．人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
だ
が
、こ
の
機
会
に
地
域
住
民

の
声
を
反
映
し
、持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
と
河
川
整
備
が
一
体

と
な
っ
た
治
水
対
策
を
。

A
．江
の
川
下
流
域
の
河
川
整
備
と
住

民
の
意
向
を
集
約
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
一
体
と
し
た『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』を
練
り
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
事
業
を
推
進
す
る
。

Q
新
設
さ
れ
た
江
の
川
流
域
治
水

推
進
室
の
取
り
組
み
は

A
下
流
域
を
緊
急
対
策
特
定
区
間

と
し
、事
業
推
進
を
加
速
さ
せ
る

田中 直文

Q
．江
の
川
の
無
堤
防
地
区
で
の
、築

堤
・
宅
地
か
さ
上
げ
・
移
転
の
協
議

に
つ
い
て
、定
期
的
な
協
議
・
資
料

作
成
・
情
報
提
供
・
住
民
へ
の
協
議

内
容
の
周
知
・
他
地
域
と
の
連
携

な
ど
、行
政
と
し
て
の
支
援
を
。

A
．早
期
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

き
め
細
か
く
支
援
し
た
い
。

Q
．あ
る
地
域
は
移
転
に
向
け
た
要

望
書
を
提
出
し
、書
面
で
の
回
答

を
求
め
た
が
、２
カ
月
経
っ
て
も

回
答
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
．国
交
省
が
江
の
川
河
川
整
備
計

画
の
概
略
を
示
し
て
か
ら
回
答
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
。早
急
な
回
答
が

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、対
応
を

検
討
す
る
。

Q
．防
災
移
転
事
業
に
つ
い
て
、「
市

が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
」と

の
声
や
事
業
が
進
ま
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
る
。ど

う
な
る
の
か
。

A
．ま
ち
づ
く
り
を
考
慮
し
た
治
水
対

策
の『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』を
策
定

し
、事
業
を
推
進
す
る
。

Q
．『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』の
策
定
は

令
和
４
年
度
の
予
定
。「
ま
ち
づ

く
り
」の
た
め
に
移
転
を
１
年
待

た
せ
る
の
か
。

A
．『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』に
移
転
も
含

め
る
の
で
加
速
化
に
つ
な
が
る
。

Q
築
堤
・
宅
地
か
さ
上
げ
・
移
転
に
つ

い
て
予
定
・
費
用
の
詳
細
の
明
示
を

A
国
へ
事
業
期
間
や
比
較
検
討
で
き

る
資
料
の
提
示
を
求
め
て
い
る

多田 伸治

大型土のうによる仮締切（渡田地区）

無堤防集落（元折地区）

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
企
業
認
定
と
は

若
者
の
採
用
・
育
成
・
雇
用
・
管

理
な
ど
が
優
良
で
、正
社
員
の
有

給
休
暇
取
得
数
な
ど
12
の
基
準

を
ク
リ
ア
す
る
事
で
認
定
さ
れ
る

厚
労
省
の
制
度
。
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Q
．熱
中
症
対
策
と
し
て
、授
業
中
で

も
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

A
．必
要
な
状
況
で
あ
れ
ば
教
員
か
ら

の
促
し
、あ
る
い
は
児
童
・
生
徒

自
ら
が
判
断
し
て
水
分
補
給
で
き

る
よ
う
、柔
軟
な
対
応
を
周
知
し

て
い
き
た
い
。

【
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
】

Q
．機
器
の
導
入
状
況
は
。

A
．令
和
２
年
度
に
市
内
全
て
の
小
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
へ
、１
人
１
台

の
端
末
が
い
き
わ
た
る
よ
う
、整

備
が
完
了
し
て
い
る
。

Q
．現
在
の
端
末
の
利
用
状
況
は
。

A
．指
導
主
事
が
各
学
校
を
回
り
、基

本
的
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、校
内

研
修
を
行
っ
て
い
る
。

Q
．今
後
の
端
末
利
用
は
。

A
．ま
ず
は
、決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
を

守
る
力
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い
。

そ
の
上
で
、端
末
を
主
体
的
に
使

用
し
て
い
け
る
場
面
が
広
が
る
と

考
え
て
い
る
。持
ち
帰
り
に
よ
る

学
習
も
含
め
て
、よ
り
効
果
的
な

活
用
方
法
・
活
用
場
面
を
模
索
し

な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
へ

活
か
し
て
い
き
た
い
。

Q
熱
中
症
対
策
を
踏
ま
え
た

学
校
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
指
針
を

A
換
気
や
十
分
な
距
離
が
取
れ
れ
ば

マ
ス
ク
を
外
す
対
応
を
す
る

坂手 洋介

Q
．婚
姻
数
・
出
生
数
を
、２
０
２
５

年
に
向
け
て
平
均
１
３
０
人
に

し
て
い
く
と
い
う
目
標
。平
成
30

年
度
が
１
３
２
人
だ
が
、令
和
元

年
度
・
令
和
２
年
度
の
状
況
と
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

A
．婚
姻
数
は
令
和
元
年
度
が
70
件
、

令
和
２
年
度
が
75
件
。出
生
数
は

令
和
元
年
度
が
１
１
７
人
で
令
和

２
年
度
も
同
数
。本
市
で
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
は
あ
ま
り
な
い
。

Q
．ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

推
進
す
る
た
め
、企
業
へ
の
妊
娠

出
産
に
対
す
る
理
解
を
進
め
る

啓
発
・
働
き
か
け
を
。

A
．職
場
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
、

企
業
魅
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
を
展
開

し
、啓
発
を
進
め
て
い
る
。令
和
２

年
２
月
に
は
、市
内
事
業
所
で
初

と
な
る
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
企
業
認
定

も
あ
っ
た
。

　
　 

【
男
女
共
同
参
画
】

Q
．今
後
の
計
画
推
進
は
。

A
．本
計
画
や
関
連
す
る
法
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、性
別
に
関
係
な
く
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

職
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

Q
婚
活
支
援『
し
ま
コ
』の
新
庁
舎

で
の
閲
覧
場
所
の
周
知
を

A
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
閲
覧
会
場
の
情

報
を
掲
載
し
周
知
に
努
め
る

鍛治 恵巳子

市内の小中学校に配備されたタブレット端末

初のユースエール企業認定を受けた永井建設㈱

Q
．江
の
川
の
無
堤
防
地
区
で
は
、平
成

30
年
・
令
和
２
年
と
大
雨
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。雨
期
を
迎
え
て

い
る
が
、早
急
な
治
水
対
策
を
。

A
．４
月
に
国
・
県
・
関
係
市
町
で『
江

の
川
流
域
治
水
推
進
室
』を
開
設

し
た
。緊
急
対
策
特
定
区
間
を
中

心
に
、概
ね
10
年
間
で
２
５
０
億

円
を
投
じ
る
も
の
で
、令
和
３
年

度
は
20
億
円
が
予
算
措
置
さ
れ
て

お
り
、本
川
・
支
川
の
事
業
推
進

の
加
速
化
を
図
る
。

Q
．激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
水
害
へ
の

具
体
的
な
対
策
は
。

A
．堤
防
整
備
・
宅
地
か
さ
上
げ
・
河

道
掘
削
・
樹
木
伐
採
に
加
え
、利

水
ダ
ム
を
含
む
江
の
川
本
川
や
支

川
の
９
つ
の
ダ
ム
で
の
事
前
放
流

な
ど
を
行
う
。事
業
継
続
区
間
の

上
大
貫
・
和
田
地
区
は
築
堤
方
式

に
よ
る
事
業
推
進
を
図
る
。

Q
．人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
状

況
だ
が
、こ
の
機
会
に
地
域
住
民

の
声
を
反
映
し
、持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
と
河
川
整
備
が
一
体

と
な
っ
た
治
水
対
策
を
。

A
．江
の
川
下
流
域
の
河
川
整
備
と
住

民
の
意
向
を
集
約
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
一
体
と
し
た『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
』を
練
り
、ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
事
業
を
推
進
す
る
。

Q
新
設
さ
れ
た
江
の
川
流
域
治
水

推
進
室
の
取
り
組
み
は

A
下
流
域
を
緊
急
対
策
特
定
区
間

と
し
、事
業
推
進
を
加
速
さ
せ
る

田中 直文

Q
．江
の
川
の
無
堤
防
地
区
で
の
、築

堤
・
宅
地
か
さ
上
げ
・
移
転
の
協
議

に
つ
い
て
、定
期
的
な
協
議
・
資
料

作
成
・
情
報
提
供
・
住
民
へ
の
協
議

内
容
の
周
知
・
他
地
域
と
の
連
携

な
ど
、行
政
と
し
て
の
支
援
を
。

A
．早
期
対
応
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

き
め
細
か
く
支
援
し
た
い
。

Q
．あ
る
地
域
は
移
転
に
向
け
た
要

望
書
を
提
出
し
、書
面
で
の
回
答

を
求
め
た
が
、２
カ
月
経
っ
て
も

回
答
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

A
．国
交
省
が
江
の
川
河
川
整
備
計

画
の
概
略
を
示
し
て
か
ら
回
答
す

る
つ
も
り
だ
っ
た
。早
急
な
回
答
が

求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、対
応
を

検
討
す
る
。

Q
．防
災
移
転
事
業
に
つ
い
て
、「
市

が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
」と

の
声
や
事
業
が
進
ま
な
い
の
で

は
な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
る
。ど

う
な
る
の
か
。

A
．ま
ち
づ
く
り
を
考
慮
し
た
治
水
対

策
の『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』を
策
定

し
、事
業
を
推
進
す
る
。

Q
．『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』の
策
定
は

令
和
４
年
度
の
予
定
。「
ま
ち
づ

く
り
」の
た
め
に
移
転
を
１
年
待

た
せ
る
の
か
。

A
．『
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』に
移
転
も
含

め
る
の
で
加
速
化
に
つ
な
が
る
。

Q
築
堤
・
宅
地
か
さ
上
げ
・
移
転
に
つ

い
て
予
定
・
費
用
の
詳
細
の
明
示
を

A
国
へ
事
業
期
間
や
比
較
検
討
で
き

る
資
料
の
提
示
を
求
め
て
い
る

多田 伸治

大型土のうによる仮締切（渡田地区）

無堤防集落（元折地区）

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
企
業
認
定
と
は

若
者
の
採
用
・
育
成
・
雇
用
・
管

理
な
ど
が
優
良
で
、正
社
員
の
有

給
休
暇
取
得
数
な
ど
12
の
基
準

を
ク
リ
ア
す
る
事
で
認
定
さ
れ
る

厚
労
省
の
制
度
。
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編
集
後
記

議
会
を
傍
聴
し
よ
う

江
津
市
議
会
で
は
皆
さ
ん

の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
議
会
開
催
日
に

本
庁
舎
２
階
の
議
会
事
務

局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
へ
参
加
し
よ
う

市
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
、
議
会
へ
請
願
・

陳
情
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
の
場
合
は
市
議
会
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■編集・発行責任者

議　　長　

■市議会だより編集特別委員会

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員

鍛治  恵巳子
坂手 　 洋介
植田　  好雄
多田 　 伸治
山根  兼三郎
森 脇　悦 朗
河野　  正行

永岡　  静馬

市議会だより（令和3年8月1日）　　［ 編 集 ］市議会だより編集特別委員会 　 ［ 発 行 ］江津市議会事務局 ☎（0855）52‐7498
［ ホームページアドレス ］ https://www.city.gotsu.lg.jp/site/gikai/ （江津市HP内）

請
願
・
陳
情
締
切
／
８
月
23
日
午
前
中
ま
で

次
回
９
月
定
例
会 

　
新
庁
舎
で
初
め
て
の
議
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
の
起
立
や
挙
手
採
決
が
、電
子

採
決
に
な
る
な
ど
、新
た
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、多
目
的
ホ
ー
ル
を
兼
ね
る
議
場
は
、

本
会
議
の
ほ
か
に
、全
員
協
議
会
、予
算
決
算

委
員
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
旧
庁
舎
の
傍
聴
席
は
４
階
に
あ
り
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
な
く
、興
味
が
あ
っ
て
も
お

出
か
け
づ
ら
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。新
庁
舎
の

傍
聴
席
は
議
場
と
同
じ
２
階
に
あ
り
、議
員
の

顔
が
見
え
る
位
置
に
あ
り
ま
す
。議
会
の
様
子

は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
ま
す

が
、実
際
は
ま
た
違
う
印
象
を
持
た
れ
る
と
思

い
ま
す
。私
達
も
さ
ら
な
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
一
度

議
場
へ
傍
聴
し
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　（
山
根
　
兼
三
郎
）

※開始時間等は予定です。

市
議
会
だ
よ
り
は

こ
ち
ら
か
ら

本会議
14:00～

議員連絡会
9:30～

全員協議会
9:30～

委員会
（議会運営）

15:00～

本会議
10:00～

委員会
（議会運営）

9:30～

8/22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 9/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

日 月 火 水 木 金 土

本会議
（一般質問）

10:00～

本会議
（一般質問）

10:00～

委員会
（総務民生）

9:30～

委員会
（建設経済）

9:30～

情報交換会
9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

委員会
（予算決算）

9:30～

ごうつ

題字未稿
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表 彰

全国市議会議長会
●正副議長歴４年以上　　森脇  悦朗  議員

●議員歴15年以上 石橋  孝義  議員
森脇  悦朗  議員

この度、議長に就任いたしました永岡静馬です。責任の
重大さに身の引き締まる思いであります。この上は、浅
学非才の身ではありますが、全力で職責を努めてまい
る所存であります。任期１年という短い期間であります
が、「議会の見える化」や「議会の魅力化」など、市民に
寄り添うことができる議会を目指し、さらには、市議会
本来の役割である「チェック機能」「議決機能」「政策立
案能力」の強化に努めてまいります。健全、建設的で前
向きな議論のある議会をめざして、さらなる「議会改
革」をすすめていく決意です。どうか、市民の皆さまの
一層のご理解・ご支援をお願い申し上げます。

議長就任
永岡 静馬

玉江大会終了後の郷田小学校6年生
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